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があれば,両親を含めて家族全員で食事をし,両親の体調

が良ければ,近くをドライブするなど介護に対しては積極

的である｡主介護者は息子の嫁で,毎日,義理の両親の家

事全般を世話している｡

□これまでのH氏の病状経過

H氏は,60代後半でパーキンソン病と診断される｡薬

物療法とリハビリテーションで症状は安定し,現在は在宅

療養中である｡最近,薬の効果が徐々に低下してきており,

筋固縮や両手の振戦,歩行障害,嘆下障害の程度が悪化し

ている｡かかりつけ医からは,パーキンソンHoehn-

yahrの重症度分類(表1)でⅣ度,生活機能障害度分類(表

2)でⅡ④度と評価されており,薬の量と時間を調整しな

がら症状をコントロールしている｡

食事については,食事動作が緩慢になり膝下力が低下し

ているため,時々むせる様子がみられている｡虚子の嫁が

食事形態を嘆下しやすいようにゼリー状にし,薬の効果が

高い時間を食事の時間とするなど工夫している｡家族の希

望として,｢お父さんにとって食事はいちばんの楽しみだ

から,できる限り,おいしく,むせることでつらくないよ

うにしてあげたい｡たとえ誤嘆性肺炎を繰り返すように

なっても,管で食事をとることは望まない｣と言っている｡

B社会資源の利用

利用している社会資源は,かかりつけ医(通院)月1回,

訪問看護 週1-2回,訪問リハビリテーション週1-2

回である｡

*訪問看護と訪問リハビリテーションについては,状態

によって回数を変更している｡

El実際の介護方法

介護者の息子の嫁は,1日3食の食事形態を同時に2種

類に分けて作っていた｡1つは瞭下力があるときのもの,

もう1つは膝下力が低下したときのものである｡

嘆下力があるときは,H氏の時好を取り入れ,食べたい

ものをできるだけ口の中でバラバラにならないように,

塾 Hoehn-Yahrの重症度分類

転



〔柴田病院ホームページ http://www.suiseikai.or.jp

より〕麹 瞭下食の例いた｡H氏の状態に応じた食事

内容の切り替えについては,はじめは訪問看護師からその評価方

法を指導してもらっていたが,現在は,息子嫁が単独の判断で行うことが

できている｡図1は,息子の嫁が参考にしていた柴田

病院の膝下食例である5)｡H氏は,必ず食事前に介

護者である息子の嫁と嘆下訓練を行っていた｡息子の嫁は,

嘆下訓練の方法を訪問看護師から何度も開いて習得している｡

H氏は毎日食事前に,パーキンソン病患者に効果的とされて

いる嘆下訓練(図26);頚部と体幹の運動,発声練習,顔

面筋と舌骨上筋群の運動)を5分程度行っている｡また,訓

練をしている間は,『パーキンソン病に効くCDブック』



蘇 + 〔鎌倉やよい,藤本保志,深田順子 :礁下障害ナ-シング;フィジカルアセスメントから樵下訓練へ 医学書院,東京,2000.pp.90-91,98-99.よ

り



させているだけではなく,食への意欲や満足感といった精

神面にも大きく影響することが理解できる｡

さらにH氏の家族は,時間があれば全員で食事をする機

会をつくっている｡大勢で会話しながら楽しく食事をする

ことを家族がトがけていることも,H氏にとって最高の外

的刺激になり,嘆下力低下の予防につながっているのでは

ないかと考える｡

---済

隻澄ぎ5g≒跳糊

本事例のパーキンソン病患者については,摂食 ｡嘆下に

外的リズムコントロールが有効であったと評価できると考

える｡近年では,その効果が有効であったとする報告も数

多くなされているため,外的刺激によるリズムコントロー

ルについては期待できそうである｡

しかし,パーキンソン病の患者に限らず,膝下力が低下

した患者にとって,最も必要な対処方法とは,家族で食卓

を囲むことや,会話をすることである｡私たち専門職は食

事環境をつくることの重要性を強く感じ その環境がつく

られるように支援していくことを再認識しなければならな

い｡

㈱テーマ :あなたは最期までどのように生き

たいですか?陣日 時 :2012年11月24日仕)13

:30-馳会 場 :けや

き会館 千葉大学西千葉キャンパス〒263-852

2 千葉市稲毛区弥生町1-33閤講 演 :｢平穏死
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